
３月度支部役員会議事録 
日本建築学会近畿支部 

 

期 日：平成３０年３月２８日（水） １５：００～１７：００ 

会 場：大阪科学技術センター１階 会議室 

出席者 三輪支部長 

    常 議 員  川 辺、木 下、笹 村、向 井 

          島 野、竹 林、角 田、松 原 

    支部監事   

    事 務 局  児 玉 

 

【審議事項】 

 （１）前回議事録(案)確認の件 

 事務局より役員各位へ事前に送付された議事録(案)の内容は、確認のうえ承認された。 

 

 （２）支部報告 １．事業報告 

         ２．会計報告 

 事務局より報告があり、承認された。 

 

 （３）３月度理事会、支部長会議の報告 

 ３月１日(木)に開催された本部理事会および支部長会議については、支部長より報告が

行われた。 

理事会の主な報告としては、「2018年3月の臨時総会に付議する議案」、「論文集・技術

報告集の電子ジャーナル化について」などであった。 

 引き続き開催された、支部長会議の主な報告としては、「共催・後援・協賛に関する規

程（案）について」、「動画配信・eラーニング活用について」、「支部長会議活動報告

について(5月理事会報告)」などであった。 

 

 （４）平成３０年度通常総会付随行事について 

     第一順位：本会大賞受賞者 

     第二順位：当支部から推薦した作品選集のうち作品選奨を受賞した作品 

     第三順位：近畿支部新人賞（作品） 

 事務局より４月度理事会(4/19)で確定されることが報告された。 

 確定後直ちに、順位に従い講師の依頼をすることにした。 

 



 （５）第１１期支部監事候補者の件 

 人選担当の常議員が欠席であったため、継続審議とした。 

 

 （６）委託調査受託依頼の件 

 下記の調査研究依頼については必要とされる提出書類を確認した結果、受託することが

承認された。 

○『仮称）中央区上町計画』に関する周辺風環境 

                  及び計画建物に作用する風圧力の風洞実験調査 

 委託者  （株）長谷工コーポレーション 大阪エンジニアリング事業部 

 担当者  委員長 谷 口 徹 郎 （大阪市立大学 教授） 

       当支部 風環境調査研究委員会 

 期 間  契約締結日 ～ ２０２０年 ３月３１日 

 研究費  ９，３００，０００円（消費税込み） 

 

 （７）後援名義借用依頼の件 

 次の後援名義借用事業２件については承認することとした。 

① 建築技術講習会 木造住宅を学ぶ 

 期 日  1)５月３０日  2)６月６日 

 会 場  大阪府建築士会 

 主 催  大阪府建築士会 

 

② 暑中コンクリート工事の現状と対策に関する研究報告会 

 期 日  ６月２７日 

 会 場  朝日生命ホール 

 主 催  日本コンクリート工学会近畿支部 

 

 （８）その他 

① 「まちをつくろう2018」準備会の報告と依頼内容に関する検討 

 松原常議員より３月２６日に開催された準備会の報告があった。 

 準備会より、今年も缶バッチを作成するよう要望があったことが、松原常議員から報告

された。 

 席上で検討した結果、１万円を予算化して缶バッチを作成することが認められた。 

 

 

 



【報告事項】 

 （１）当支部事業委員会終了報告（3/20） 

 ３月２０日に開催された当支部事業委員会について、角田常議員と島野常議員から議事

録(案)を用いての報告が行われた。 

 席上にて提案のあった本部主催の講習会参加申込み方法については、東京会場と同様に

大阪会場においてもWEBで申込みができるように本部へ申し入れることにした。 

 

 （２）本日(28日)14時から開催した本会古谷会長との懇談終了報告 

 支部長から、予定どおり議事が進行できたことの報告と出席された役員に対し謝意が示

された。 

 

 （３）平成３０年度当支部研究発表会プログラム 

 木下研究委員長から、３月２３日に研究発表会プログラム編成会議が終了したことが報

告された。 

 事務局より、建築歴史・建築意匠・建築論部門のプログラムに、9分間と10分間の発表時

間が設定されていることが報告された。 

 役員会の席上にて、建築歴史・建築意匠・建築論部門の発表時間は、１０分に統一する

よう編成委員に依頼することとした。 

 

 （４）支部主催セミナー「建築火災安全設計の考え方と基礎知識」開催について 

 事務局よりセミナーの開催概要および参加人数(79名)についての報告があった。 

 収支については、14,000円程度の支出超過であることが報告された。支出超過分につい

ては、テキスト(＠1,500円)の残部を事務局および本会大会などで頒布するので相殺でき

ることが事務局から説明された。 

 

 （５）当支部役員選挙投票用紙および総会委任状用紙について 

 電子投票をしていない会員の投票ハガキについては、４月２日までに投函するよう周知

してほしい旨の依頼が事務局からあった。 

 役員の所属先に在籍する本会会員に、支部へ総会委任状を届けるよう指示していただき

たい旨が事務局から役員に依頼された。 

 

以上 

 

 


